
『ＪＡ東京グループ自己改革の実践～農業者の所得増大と都民理解の醸成～』

•業務執行体制の強化 

•店舗等事業実施体制の見直し 

•組合員「アクティブ・ 
メンバーシップ」の確立 

•組織活性化方策 

•情報発信機能の強化 

•支店等を拠点としたＪＡ 
くらしの活動の展開 

 

•ファーマーズ・マーケット
を拠点とする販売力強化 

•学校給食への提供 

•営農支援体制の確立 

農業生産の拡大・
農業者の所得増大 

地域貢献活動に
よる都民理解の

醸成 

経営基盤の強化 
ＪＡを支える 
組織基盤づくり 

毎年サッカー大会を

開催し、地域と交流 
平成30年7月開催 

全２４チームエントリー 

生活応援住宅ローン（地

場産野菜配布）等を創設

し、融資残高増強と農産

物消費拡大にも連携 
平成30年9月末 

累計実績：98件 

累計実行額：295,468万円 

2Ｆ金融店舗（日野支店）・1Ｆ農

産物直売所（みなみの恵み）の

複合型店舗の建設 
「みなみの恵み」ご来店客数 

  平成30年度累計：10万人 

  オープン後累計：20.4万人 

組織活性化方策に

基づく「女性大学」を

開講 
平成30年4～10月開催 

受講者11名・5講座 

「女性の集い」の開催により

地区交流活性化 

平成30年11月6日開催 
参加グループ各地区合計14組 

営農支援課を創設し、

営農支援体制の確立

と強化 

平成30年9月末実績 

実績件数：16件 

農機修理：67件 

ＪＡ東京みなみ 自己改革への取り組み 
野菜買取販売方式採用

と学校給食集荷拠点化 
平成30年9月末 

野菜買取販売実績：240％ 

 （昨年同期対比） 
野菜デコトラで 

都市農業ＰＲ 
於：平成30年10月稲城市民祭 


